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Ｊ
Ｒ
北
海
道
事
業
計
画
へ
の
前
向
き
提
案

第26回

（あべ・ひとし）1961 年東京都生
まれ。東京大学工学部都市工学科
卒業、修士修了、博士１年中退。
88 年にＪＲ東日本に１期生とし
て入社し鉄道の実務と研究開発の
経験を重ねた。2005年に退職して
(株)ライトレールを創業。交通計
画のコンサルティングに従事

批
判
で
は
な
く
建
設
的
な
提
案

　

さ
る
４
月
１
日
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
『
令

和
７
年
度
事
業
計
画
』
を
発
表
し
た
。
売
り

手
（
Ｊ
Ｒ
）・
買
い
手
（
利
用
者
）・
世
間

（
地
域
）
の
三
方
よ
し
を
願
い
、
事
業
運
営

ま
れ
る
。
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
新
駅
は
、
86
年
11

月
改
正
だ
け
で
札
幌
近
郊
に
10
駅
新
設
し
た

ス
ピ
ー
ド
で
開
業
さ
せ
た
い
。
都
市
間
は
客

単
価
を
向
上
し
た
分
、
高
速
化
・
高
頻
度
化

に
よ
る
増
収
効
果
を
期
待
で
き
る
。

収
益
の
拡
大
（
開
発
事
業
）

　

阪
急
電
鉄
を
創
業
し
た
小
林
一
三
が
、
都

心
に
デ
パ
ー
ト
、
沿
線
に
宅
地
、
郊
外
に
宝

塚
歌
劇
団
や
関
西
学
院
を
立
地
さ
せ
て
成
功

し
た
の
は
、
最
先
端
技
術
で
「
便
利
で
適
価

な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
現
し
た
か
ら
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
も
、「
便
利
で
適
価
な
輸
送

サ
ー
ビ
ス
」
の
実
現
と
と
も
に
開
発
事
業
に

取
組
ん
で
こ
そ
成
功
で
き
よ
う
。

　
「
ラ
ピ
ダ
ス
需
要
を
取
り
込
む
」
の
に
、

新
工
場
は
千
歳
科
学
大
と
と
も
に
千
歳
線
の

目
前
に
立
地
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
よ
り
新

駅
と
増
便
こ
そ
が
収
益
拡
大
に
効
果
的
で
は
。

北
海
道
新
幹
線
の
取
り
組
み

　

札
幌
延
伸
の
大
幅
遅
延
と
い
う
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
転
じ
、
第
25
回
『
新
幹
線
は
長

万
部
ま
で
早
期
部
分
開
業
を
』
に
整
理
し
た

通
り
、
長
万
部
部
分
開
業
、
貨
物
新
幹
線
、

函
館
乗
入
れ
、
長
万
部
︱
東
室
蘭
電
化
、
海

線
・
山
線
中
速
新
幹
線
化
を
実
現
し
た
い
。

経
営
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み

　

国
交
省
22
年
７
月
『
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
在

り
方
に
関
す
る
提
言
』
で
は
、
表
の
よ
う
に
、

鉄
道
存
続
と
バ
ス
転
換
の
い
ず
れ
も
利
便
向

上
す
る
と
し
た
。
そ
れ
を
「
当
社
単
独
で
は

維
持
困
難
な
線
区
」
に
当
て
は
め
て
み
よ
う
。

　
「
鉄
道
よ
り
他
の
交
通
手
段
が
適
」
す
る

線
区
は
バ
ス
転
換
し
、
鉄
道
と
同
費
用
を
投

じ
て
大
増
便
か
つ
街
中
・
学
校
・
病
院
・
ス

ー
パ
ー
等
経
由
と
す
る
こ
と
で
、
利
用
は
増

え
地
域
に
も
Ｊ
Ｒ
に
も
プ
ラ
ス
と
な
る
。

　

そ
の
他
の
線
区
の
「
鉄
道
を
持
続
的
に
維

持
す
る
仕
組
み
の
構
築
」
は
、
第
13
回
に
整

理
し
た
通
り
国
の
仕
事
だ
。
そ
の
上
で
高
頻

度
化
・
多
駅
化
・
高
速
化
に
よ
り
、
利
用
は

増
え
地
域
に
も
Ｊ
Ｒ
に
も
プ
ラ
ス
と
な
る
。

鉄道存続でもバス転換でも利便向上
（国交省HPより）
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人
材
の
確
保
と
育
成

　
「
採
用
が
困
難
」「
若
年
退
職
が
高
止
ま
り
」

の
原
因
を
あ
え
て
厳
し
く
指
摘
す
る
と
、
生

産
す
る
商
品
が
道
民
や
来
訪
者
か
ら
評
価
さ

れ
て
い
な
い
上
に
低
報
酬
で
、「
入
社
し
た

い
」「
働
き
続
け
た
い
」
と
思
え
な
い
こ
と
。

　

前
者
は
「
便
利
で
適
価
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
」

の
実
現
で
解
決
で
き
、
そ
の
実
現
と
報
酬
引

上
げ
の
原
資
は
第
13
回
『
北
の
鉄
路
の
窮
状

を
改
め
る
唯
一
の
方
策
』
に
よ
り
確
保
す
る
。

収
益
の
拡
大
（
鉄
道
事
業
）

　

訪
日
外
国
人
に
限
り
安
値
販
売
す
る
レ
ー

ル
パ
ス
は
、
価
格
を
適
正
化
し
て
誰
で
も
買

え
る
よ
う
に
し
た
方
が
増
収
に
な
ろ
う
。

　

企
画
に
手
間
を
要
し
て
利
用
の
少
な
い
観

光
列
車
よ
り
、
利
用
の
多
い
日
常
交
通
の
利

便
向
上
の
方
が
業
績
向
上
に
効
果
的
で
は
。

　

札
幌
圏
は
空
港
ア
ク
セ
ス
を
除
き
以
前
よ

り
低
頻
度
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
回
復
が
望

の
基
本
方
針
に
あ
る
各
項
目

に
関
し
て
、
批
判
で
は
な
く

建
設
的
な
提
案
を
列
記
す
る
。

安
全
輸
送
の
確
保

　

鉄
道
に
お
い
て
安
全
が
重
要
な
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
本
来
の
目
標
は
「
便
利
で

適
価
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
」
で
、
安
全
は
そ
の

前
提
条
件
の
は
ず
だ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
食

中
毒
を
起
さ
な
い
こ
と
を
前
提
条
件
に
、
目

標
を
「
美
味
し
く
て
適
価
な
料
理
」
と
す
る
。

　

道
民
や
来
訪
者
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
、
安
全

を
前
提
条
件
に
「
便
利
で
適
価
な
輸
送
サ
ー

ビ
ス
」
を
期
待
し
て
い
る
は
ず
だ
。


